


 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 月の予定 
１日(木) 全校朝会   

個人懇談⑤【昼休みなし５時間授業】 

学校徴収金引き落とし日（後期教材費） 

２日(金) 個人懇談⑥【昼休みなし５時間授業】 

５日(月) 個人懇談⑦【昼休みなし５時間授業】 

６日(火) ３年：校外学習(西山製麺工場) 

おはなし会(中休み、図書室) 

SC(ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ)来校日(午後) 

８日(木) ハ：校外学習(農試公園)   

１０日(土) 開校記念日 

１３日(火)【３年生５時間授業14:25下校】(19日 

(月)クラブ見学の振替) 

１５日(木) 避難訓練③ 

１６日(金) SC来校日(午前) 

１９日(月) クラブ⑥ 【3年生6時間授業】クラブ見学 

２０日(火) 札教研秋の研究集会 ※下校時刻別記 

２２日(木) ６年：Kitaraファーストコンサート 

２３日(金) SC来校日(午後) 

２６日(月) ３年：出前授業(円山動物園) 

２７日(火) ５年：滝野宿泊学習①  

２８日(水) ５年：滝野宿泊学習② 

２９日(木)【５年生振替休業日】(滝野宿泊学習) 

３０日(金) SC来校日(午前) 

帰宅時刻について 
「よくわかる円山小学校～校外のやくそく」では、

10月から３月までの帰宅時刻は１６時３０分まで

（４月から９月は17時まで）としています。日没の

時刻が早くなりました。御家庭でも、交通安全や防犯

に努めるよう、声掛けをお願いいたします。 

１０月２０日㈫の下校時刻について 

10 月 20 日（火）は、全市の教職員を対象とし

た「札教研秋の研究集会」があります。本校では、

1 年 1 組と 2 年 1 組が授業を公開するため、下校

時刻が異なります。各学級の下校時刻について下記

にまとめましたので、御確認ください。 

１年１組 

２年１組 

それ以外の学級 

⇒短縮４時間授業(給食あり) 12:45 頃下校 

学校徴収金引き落とし日〈１０月１日〉 
10月は、後期教材費を徴収するため、全学年が対

象となっております。学年によって金額が異なりま

す。学校HP「各種おたより～費用に関わるもの」及

び「すぐーる」で配信されたお知らせで金額を御確認

の上、手数料10円を合わせて御入金ください。 

Kitara ﾌｧｰｽﾄｺﾝｻｰﾄ（６年生） 
日程 10 月 22 日(木) 午後公演（13:45～14:55） 

 会場 札幌ｺﾝｻｰﾄホール kitara 

 演奏 札幌交響楽団・kitara 専属オルガニスト 

① 公演時間の関係で、給食が食べられないため
弁当・飲み物の持参をお願いいたします。 

② 公演会場までは地下鉄を利用して移動しま
す。当日の朝、子ども用 IC カードを持参 
させてください。往復 260 円分の 
事前入金(チャージ)をお願いします。 

個人懇談（10 月） 
⑤１０月１日(木)  ⑥2 日(金)  ⑦５日(月)  

○ 全学級昼休みなし５時間授業（給食あり、14:10
頃下校） 

○ 御来校の際は、上履き、外靴を入れる袋、ネーム

ホルダーを御持参ください。 

欠席・遅刻・早退等について 
8:15 まで        電話で連絡 

遅刻・早退は、保護者の送迎をお願いいたします。 
御協力どうぞよろしくお願いいたします。 

通常５時間授業(給食あり)14:25 頃下校 

すぐーる 8:15 以降 

＜個人情報ってどこまでが危険？家庭でのリスク管理＞ 

「個人情報」と聞くと、名前や住所、電話番号などを思い浮かべる方が多いでしょう。しかし、インターネット上ではそれ

以外にも、子どもの写真、学校名、習い事の場所、SNS のユーザー名など、さまざまな情報が“個人を特定できる手が 

かり”になります。こうした情報が無防備に公開されていると、思わぬトラブルや犯罪に巻き込まれるリスクが高まります。 

 たとえば、SNS に投稿した写真に制服や通学路が写っていると、学校や生活圏が特定される可能性があります。ま

た、誕生日や家族構成なども、パスワードの推測やなりすましに悪用されることがあります。子どもが無意識に発信して

しまう情報も多いため、家庭でのリスク管理が欠かせません。 

 保護者としてまずできることは、「何が個人情報になるのか」を子どもと共有することです。「顔写真だけでなく、背景や

コメントにも注意が必要なんだよ」と具体的に伝えることで、子ども自身が意識を持つようになります。また、SNS の公開

範囲を確認し、必要に応じて非公開設定や友達限定の投稿に切り替えることも有効です。 

 さらに、家庭内で「投稿前に確認する習慣」をつけることも大切です。「この写真、誰が見るの？」「学校名が写ってな

い？」といったチェックを子どもと一緒に行うことで、自然とリスク管理の力が育まれます。保護者自身も、子どもの情報

を投稿する際には、本人の気持ちを尊重し、許可を取ることを忘れないようにしましょう。 

 個人情報の管理は、子どもの安全を守るための基本です。便利なネット社会だからこそ、家庭での小さな配慮が、大

きな安心につながります。 


